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出雲農業振興地域整備計画の見直しについて 

 

「農業振興地域の整備に関する法律」（以下「農振法」という。）に基づく出雲農

業振興地域整備計画について、令和６年度に実施した基礎調査の結果に基づき、下

記のとおり計画の見直しを行う予定です。 

 

記 

１ 農業振興地域整備計画とは 

農業振興地域整備計画は、農振法に基づき、優良な農地を保全するとともに農

業振興のための各種施策を計画的に実施するためのマスタープランです。 

この計画は、概ね５年ごとに、農用地や農業生産等の現況や将来の見通しにつ

いて、基礎調査を実施することが農振法に規定されており、その結果を踏まえ必

要に応じて計画の見直しを行うこととされています。 

 

●農業振興地域制度のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

●出雲農業振興地域整備計画農用地面積の状況（令和 7年 11 月末時点） 

 

 

 

●計画の見直し状況 

 

農業振興地域 54,050ha 

うち農用地区域内農地 8,561ha 

旧 自 治 体 名 称 旧出雲市 旧平田市 旧佐田町 旧多伎町 旧湖陵町 旧大社町 旧斐川町 

地 域 指 定 年 度 Ｓ４５ Ｓ４４ Ｓ４７ Ｓ４８ Ｓ４４ Ｓ４６ Ｓ４４ 

計 画 策 定 年 度 Ｓ４９ Ｓ４７ Ｓ４９ Ｓ４９ Ｓ４７ Ｓ４９ Ｓ４６ 

計 画 見 直 し 年 度 

Ｓ５４ Ｓ６１ Ｓ６１ Ｓ６３  Ｓ６１ Ｓ５２ 

Ｈ８ Ｈ８     Ｓ５６ 

      Ｈ４ 

      Ｈ６ 

      Ｈ１２ 

      Ｈ１６ 

Ｈ１９  

Ｈ２４ 

Ｒ２ 

Ｒ７（今回の見直し） 

農業振興地域（都道府県が指定） 

農用地区域（市町村が設定） 

農業振興地域のうち特に農業上 

の利用を確保すべき土地 

農業振興地域外 

都市計画用途地域 など 
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２ 計画の主な内容 

  ・優良農地確保のため、農用地として利用すべき土地の区域、用途区分を設定 

※農用地区域内農地を転用する場合は、事前に区域からの除外（農振除外）   

が必要 

  ・農業生産の向上を図るために行う基盤整備や施設整備、農業を担うべき者の

育成・確保等についての方針や計画を策定 

 

３ 今回の計画変更の主なポイント 

 ⑴ 農用地区域からの除外について 

    過年度（R2 年度～R6 年度）に転用済の道路、河川用地、携帯基地局、放

送施設、送電施設等の農振法に規定されている公益性の高い事業について、

まとめて除外する。 

   ［除外面積］ 

・16.2ha 

［主な事業］ 

    ・県道出雲三刀屋線道路敷地（上島町、塩冶町） 4.5ha 

    ・来原系水源開発整備事業（上島町）        3.3ha 

    ・ため池改修大門池（小境町）           0.6ha 

 

⑵ 農用地区域への編入について 

    なし。 

  

 ⑶ 農用地区域内における今後の転用計画について 

直近 5年の除外実績は年平均 12.1ha であるが、今後、県内の除外の面積 

   目標が設定されることから、農用地区域からの転用は現行計画と同じく、

10 年間で 100ha（農地 90ha、農業用施設 10ha）以内に抑える計画とする。 

 

４ 今後の予定 

時期 内容 

Ｒ７ 12 月 農業団体意見照会 

12 月 12 月議会報告（16日/委員会、22 日/最終日全協） 

12 月 25 日 出雲市農業委員会総会審議 

Ｒ８ 1 月上旬 出雲市農業振興地域整備促進協議会審議 

1 月中旬 島根県事前協議 

1 月下旬～2月下旬 変更計画（案）縦覧 

3 月 3 月議会報告（委員会、最終日全協） 

3 月下旬 島根県知事同意 

3 月末 変更計画決定公告 

 


